
　11月になり、秋の深まりを感じています。ニュースでは連日クマによる被

害が報道されています。九州にクマは生息していないとされていますが、私

の自宅周辺にはイノシシが出てきます。最近は暗くなるのが早いため、7時く

らいにウォーキングをしていると、茂みの方から音が聞こえます。イノシシ

がドングリなどのえさを求めて、住宅の近くまで来ているのです。団地の掲

示板によれば、住宅の庭で目撃されたこともあるようです。女の都地区で

も、以前イノシシやサルが目撃されたことがあります。野生の動物には十分

注意して近づかないようにしないといけませんね。

避難訓練（地震）

と 目標・希望・友達 令和７年１１月５日

長崎市立女の都小学校

校長　佐藤　和幸
の

創立５０周年記念

スローガン決定  

　女の都小学校創立50周年記念スローガンが決定し

ました。

　未来へ向けて　輝け女の都小

　50周年、そしてその先へ

　皆さんから言葉を募集し、子供たちの投票で決定

しました。ご協力ありがとうございました。

令和７年度　学校だより第１９号

め

ココロねっこ運動強調月間

　11月は、長崎県「ココロねっこ運動強調月間」で

す。取り組むべき課題は次のとおり設定されていま

す。

〈取り組むべき課題〉

（１）重点項目

　　　ア　若者の社会的自立支援の促進

　　　イ　こどもを犯罪や有害環境等から守るため

　　　　　の取組の推進

　　　ウ　児童虐待の防止と対応

　　　エ　家庭の日の啓発促進

（２）その他

　　　〇　児童の権利に関する条約に係る広報啓発

　　　　　活動の推進

〈強調月間の重点実施事項〉

（１）ココロねっこ運動推進に向けた広報啓発活動

（２）電子メディア環境改善等の各種行事等の開催

（３）顕彰等の実施

　11月は「秋のこどもまんなか月間」として、こど

も家庭庁を中心に全国的な取組も行われています。

また厚生労働省は、「児童虐待防止推進月間」とし

て、児童虐待問題に対して社会的関心の喚起を図っ

ています。厚生労働省のホームページには、次のよ

うなことが掲載されています。

子どもを健やかに育むために　～愛の鞭ゼロ作戦～

1）子育てに体罰や暴言を使わない

2）子どもが親に恐怖を持つとSOSを伝えられない

3）爆発寸前のイライラをクールダウン

4）親自身がSOSを出そう

5）子どもの気持ちと行動を分けて考え、育ちを応

　  援

　11月4日（火）3校時に地震発生とそれに伴う火

災を想定した避難訓練を実施しました。

　地震大国といわれる日本では、いつどこで地震が

発生するかわかりません。令和6年震度1以上を観測

した地震は3,678回、最大震度４以上を観測した地

震は113回といずれも前年を上回っています。

　今回の避難訓練では、避難開始から全員の避難を

確認するまでかかった時間は3分27秒でした。前回

が3分29秒だったので、2秒短くなりました。避難

時にはこの2秒が生死を分けるかもしれません。こ

れからも1秒でも早く安全に避難ができるように指

導します。訓練では、ほとんどの子供が真剣な表情

で避難していました。「命を守る」ことの大切さが

よくわかっているのだと思います。一つしかない命

を守ることを最優先することを話しました。


